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11 月の活動予定日 

こんぶくろ池通信 

主な予定 

北柏幼稚園 出張工作教室 

11 月 9 日（日） 

9:00〜12:00 

場所：北柏幼稚園 

 

県・大学研究発表会 

11 月 9 日（日） 

13:00〜16:30 

場所：東大環境 FS ホール 

 

ドコモ助成金目録授与式 

11 月 18 日（火） 

10:30〜11:00 

場所：管理棟 

 

秋水・燃料庫見学会 

11 月 22 日（土） 

13:30〜 

柏の葉公園〜小学校予定地 

 

忘年会 

12 月 13 日（土） 

18:00〜20:00 

場所：「魚民」 

柏の葉キャンパス東口駅前店 

NPO 法人こんぶくろ池自然の森 

Tel & Fax: 04-7132-8800 

Email: info@konbukuroike.com 

URL: http://www.konbukuroike.com 

里山活動日  11 月 8 日（土） 9:00〜12:00 

探鳥会  11 月 18 日（火） 9:00〜12:00 

合同活動日  11 月 16 日（日） 里山班 9:00〜12:00 

      調査班 9:00〜15:00  

里山活動日  11 月 22 日（土） 9:00〜12:00  

シロヨメナ 

 こんぶくろ池自然博物公園にも今シーズン最後の可憐な花

が 2 種類咲きました。 

 シロヨメナ（白嫁菜）はいわゆる「野菊」の仲間で、主と

して林縁などの半日陰になるような場所に自生する多年草で

す。こんぶくろのものは草丈 50cm 程ですが、1m 近くになる

ものもあるそうです。 

 キチジョウソウ（吉祥草）は淡い紅紫色の花が穂状に、下

から上へと咲き上がっていきます。花びらの外側は濃く、内

側は淡い紅紫色です。花は葉より低いところにつくので、な

かなか見つけにくいです。和名の由来は、吉事があると開花

するという伝説からきているそうですよ。 

 さて、暑い夏の作業も大変でしたが、これから寒い季節の

作業も辛いものです。しかし葉が落ちて、草木も枯れたこれ

からの季節は見通しも良く、森の中の作業がしやすくもなり

ます。 

 焚き火が恋しい季節ではありますが、十分準備運動をし

て、みなさん怪我のないように今年ももう少し頑張って活動

できればと思います。 

キチジョウソウ 

mailto:info@konbukuroike.com
http://www.konbukuroike.com/
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「桶ヶ谷沼」を訪ねて 

平成 26 年 10 月 31 日 

副会長 大貫 遵子 

 

 現在こんぶくろ池公園内「一号近隣公園」の整備計画を策定中ですが、仮称「ハス池」をト

ンボ池として整備するための参考として、10 月 11 日、日本の秘境１００選に入っている静岡

県磐田市の「桶ケ谷沼」を当会会員 11 名、千葉大学院生 3 名、柏市公園政課 1 名で訪ねること

ができました。 

 沼面積 7.43ha、周囲 1.70km、平均水深 0.65m の「桶ケ

谷沼」の周辺は、標高 100 メートルの雑木林に囲まれた

50ha にも及ぶ広大な土地で、平成 3 年に自然環境保全地

域に指定され、トンボ 68 種、野鳥 156 種、植物 650 種の

自然の宝庫となっています。 

 これまで 40 年間関られている福井所長の取り組みと、

ベッコウトンボの生息地としての保全活動などをビジ

ターセンターでお聞きした後、現地の沼周辺を案内して

いただきました。林は明るく伐採し、「カンアオイ」などの植物も保護しており、きめ細かな取

り組みがなされていました。 

 ザリガニによる被害からベッコウトンボを保全するた

めの「いけす」や、増殖用容器を設置するなどの工夫が

なされ、ザリガニ釣りのイベントを行政・活動団体が企

画し市民に呼びかけ、年間 2 万匹を除去したとのことで

した。地権者、自然保護団体、行政、青年会議所などさ

まざまな人とのつながりを「桶ケ谷沼管理運営委員会」

として設置し、開発から自然を守り、環境の保全管理を

維持しているなど、先達の努力に私たちも可能性と勇気

をもらった見学会でした。 

 

 兄弟池の「鶴が池」を廻って、「イグサ」の群落や湧水の流れ込むさまに感動しながら帰路に

つきました。今回はじめての企画でしたが、「トンボ池」

を研究テーマとする千葉大学院生との交流、里山隊・調

査隊の交流などもなされ、共同作業の同時体験は、よい

結果をもたらすことでしょう。市川さんのご尽力で、バ

スのチャーター、運転手さんにも恵まれ、無事終了する

ことができました。お疲れ様でした。 

古橋事務局長、黒川会計担当の計画実行の配慮など感

謝いたします。 
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会員紹介 駒嶺 重房さん（駒さん） 

 退職後は健康一番にウォーキングなどで過ごしていました

が、森や林の中を歩くのが好きで参加しました。 

 柏に住むようになった 42 年頃にこんぶくろ池に来た時は、獣

道のようなところを通って汚い水溜りのような池だったと思い

ますが、貴重な自然の森ということで、健康に気をつけてなが

ら、1 日でも長く手伝いができたら良いと思っています。 

 機械製作の仕事をしてきたので、作る・修理など好きです。 

趣味：自然写真をちょっと 

編集者追記：秋のこんぶくろ池祭りで使用した石焼窯は駒嶺さんのお手製のものです。 

アドバイザー会議に参加して 

平成 26 年 10 月 15 日 

松田 和生 

  

 10月14日午後、東大柏の葉キャンパス駅前サテライト内のUDCKにおいて開催された、柏市公

園緑政課主催の「こんぶくろ池公園アドバイザー会議」に参加しました。 

  

 今回の会議は、平成27～28年度柏北部の公園整備に係る公園緑政課が作成した「柏北部中央

１号近隣公園整備計画（仮称）」について、柏市が依頼したアドバイザーの先生方（東大・福

田健二教授、千葉大・小林達明教授）や、現在現場を管理し実態調査等の実務を担当している

「NPO法人こんぶくろ池自然の森」の意見を聴取し、所要の議論を重ねて予算化のための準備を

推進しようとするものです。 

 

議論の焦点は、今の自然の森や池、生物

や植物（特に貴重種）の保護をしつつ、い

かに多くの市民に開放して自然へのふれあ

いと憩いの場を提供するか、さらに安全の

確保や公園管理の容易性等について約３時

間にわたり熱心に議論されました。 

最後に公園緑政課から、『この会議で貴

重な意見をいただいたので、今回の議論を

踏まえ計画を整理し、より良い案にするべ

く必要に応じ改めて意見をうかがいたい』

との話があり会議を終了しました。 
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 今年の「秋のこんぶくろ池祭り」は、天気にも恵

まれ無事に開催することができました。第 4 回目と

なる今年は、常連のお客さんも増え、定員 150 名の

ところ事前申し込みが早々に 170 名を超え、残念な

がらお断りせざるをえない方もいらっしゃる程でし

た。 

 毎年恒例の焼き芋は今年から石焼芋にバージョン

アップ！直火よりも焦げにくくなり、ホクホクの焼

き芋はお客さんにも好評でした。毎年芋番をやって

くださる石渡さん一家他、焼き芋担当の皆さんも煙

との格闘は多少和らいだでしょうか？ 

                    

 豚汁も毎年お手伝いいただいている宗像さん一家

の鍋奉行と、女性陣による前日からの仕込みのおか

げで美味しくいただき、今年も完食となりました。 

  

 工作教室では竹とんぼ、ゴム鉄砲の他、鳥の巣箱

作り、こま、竹笛とどれも子供達には大人気で、一

生懸命作っていました。 

 特に女の子にはこまと竹笛が人気で、千葉大学の

ボランティアの内藤さん、渡邊さんは初めての工作教室でしたが、良きお姉さん役で頑張って

くれました。 

 鳥の巣箱は後日森の中の木に吊るしたいと思います。無事に鳥が営巣してくれるといいです

ね。 

10 月の活動報告 

26 日（日）第４回 秋のこんぶくろ池祭り  
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編集後記 

 こんぶくろ池祭りも無事に終わり、今年も残すところ 2 ヶ月となりました。今年は新規会員

も増えましたので、12 月の忘年会も楽しみです。松本さんも残念ながら（？）今年は早々に大

リーグが終わりましたので、帰国後すぐに秋祭りを手伝ってくれました。 

 ところで、古橋さんの助成金申請の努力が実り、「第 2 回こんぶくろ池展」開催を目的に、

NTT ドコモから助成金をいただくことが決定しました。来年の開催となりますので、市民の多

くの方々にこんぶくろ池を知ってもらう良い展示会にできればと思います。また「生物多様性

アクション大賞」にも入賞しました。古橋さんいろいろとありがとうございました。 

 こんぶくろ池の認知度が柏市内外で高まるとともに、地域住民の方々にも楽しんでもらえる

公園に少しずつですが近づいてきているようです。やるべきことはまだまだありますので、引

き続き皆さんのご協力よろしくお願いします。（萩原秀夫） 

 また、池や水路のザリガニ駆除のために古橋さんが事前に捕獲したザリガニを使ってのザリ

ガニ釣り大会は、最初から最後まで子供の輪が絶えないばかりか、昔を懐かしむお父さんやお

母さんも真剣に釣果を競っていたのが印象的でした。しかし、珍味のスルメイカを竹竿につけ

てザリガニの目の前に置いてもなかなかうまい具合に釣れないものですね。 

  

  

  

 

 

 

 

 フェイスブックでも 400 人以上の方がアクセスしてくださり、今までで一番反響が大きかっ

た投稿となりました。参加された方からもコメントをいただきましたので下記に紹介します。 

 「家族で１日楽しませていただき、ありがとうございました。森の中のどんぐりは、よく道

端で見かけるのとは違って、根が出ているものが多く、環境が整っていて豊かなんだなと感じ

ました。また森探索楽しみにしています。」 

 「大変お世話になりました。豚汁も焼き芋も美味しかったですよ！ 息子がとても楽しんで

ました。ぜひまたよろしくお願い申し上げます。」 

 このようなお声をいただくと嬉しくなります。またこれを励みに森林整備や植物の調査・保

護活動、イベントを張り切っていきたいですね。 

 最後になりました、お手伝いいただいた会員のみなさん及びご家族、関係者の皆様本当に素

晴らしいお祭りとなりました。ご協力ありがとうございました。また来年もよろしくお願いし

ます。 


